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頭股の狭窄が見られた．また戸内膜様部には
照大，閉鎖が見られたが， F言問軟骨部は発話
会体を通して関鎖していた．この点孤立母音
の creakyの発話と類似していた．

図 3に／e’kifの／klの区間での声門の様子を
示した 「中立Jでは両被裂軟骨とtr.右の声帯
突起のヨ危機が見られた．これは無声子音発話
時に一般的に見られる特徴である［7].それ
に対し，「落胆」では声帯突起が零離している
点は「中立Jと隊機であったが，狗披裂軟骨が
接近している点はf中立」の場合と異なって
いた． 「疑しりでは／el反問で見られた椴霊長経
の狭窄と仮声帯の内転は解消されたものの，
声帯突起が接近しており，さらに雨披裂軟脅
も接近していると推測される点で， f中立Jと
もf落!J!lJとも異なっていた．
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しはじめに
パラ言諮情報とは，話者が意図的に制御し

て生成する音声情報のうち，文字では表現さ
れない情報であり，発話意図や話者の心的態
度がこれに属する［1〕．主表者らは，過去数年来
資声によるパラ言語情報の伝達メカニズム
の解明に努力してきた〔2'3]. 

本研究では，喉頭音波の性質に深く関る発
声様式（phonati on type）に，パラ言語情報が
どのような影響を及ぼすかを検討するため
に，高速デジタルビデオ磁像によって戸内パ
ラメータを測定した結果を報告する．本研究
で利用するデータの一部は，先に宇都'8大学
粕谷研究家との共同研究において利用した
ものであるが〔4］，本稿に報告する測定は新
規に実施したものである．

Creaky 

Figure 1. Glottal image (open phase) of sustained /e/ 
with different phonation types. Taken by fiるerscope
except for modal, w註ichis by endoscope. 
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2.方法
被験者は標準語話者の男性 l名．孤立母音

と有意味語の 2穏を発話し，喉頭映像をファ
イパースコープまたは側視鏡を用い，高速デ
ジタルビデオにより撮影し［5］，分析した．綴
影速度は毎秒約 4500 コマ，実効綴彩待問は
0.68秒（3072コマ）である．孤立母音につい
ては， ／el；を異なった発声様式で持続発声し，
発声様式による声帯振動の特徴の違いを観
察した．有意味諸については，／e'ki/ (f駅J,

「’ Jはアクセント核）を 3つの異なったパラ
言語情報を意図して発話し，それぞれの母音
/elでの声機振動と無声子音／klでの喉頭部
節の様子を観察した．分析に際しては，声門
際大国綴と左省声機関距離を計測した．計測
法の詳細は［6］を参照されたい．表 lに発話
資料を示した．

~ 
Neutral Disappointment Disbelief 

Figure 2. Glottal image (open phase) of /e/ in /e’ki/ 
under three different paralinguistic informations. 
Taken by fiberscope. 

Table 1. Utterance list. 

/el （孤立母資） : modal, breathy, creaky, falsetto 
/e’kiパ有意味諮「駅J）：「中立（榛読み） J，「落
胆J.r疑いj

Disappointment 

Figure 3. Glottal image of /k/ in /e’ki/ under three 
different paralinguistic informations. 
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3.結果と考察
図 lに発話様式による持続母音／elの、図 2

にパラ言語的意味による／e’ki/の／el区街の声
帯振動の様子を示した．各々のパネルは関大
時の磁像である. r中立jでは声門軟骨部は発
話全体を通して閉鎖しており，声門膜様部に
のみ関大，閉鎖が見られた．この点孤立母音
の田odalの発声の特徴と類似していた．「落
胆Jでは，関大時には戸内膜様部、軟脅部共に
関大しており，閉鎖絡では湾問篠様部には閉
鎖があるものの軟骨部は完全な関鎖が兇ら
れなかった．また左右の声帯突起はjfE離して
いた．この点孤立母王子の担reathyの発話と類
似していた．「疑い」では，仮声帯の内転と喉

本“Influenceof paralinguistic information <;m the phonation types -Analysis of high-sP.eed video images 
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能性がある．また，／e／から／k／にかけて喉頭
が上がり，／i／にかけて再び下がるという喉
頭の上下動が各発話，特に「中立Jと「疑い」で
見られたが，「中立」と「疑いJの上下動のパタ
ンに顕著な差はなかった．従ってこの事によ
って図 4の結論が変わることはないと考えら
れる．

尚，声帯間距離の結果については［6）を参照
されたい．

Table 2. Summary of the glottal status difference in 
/e’ki/ as a function of paralinguistic information. 
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表 2に／e’ki／でのパラ言語情報の発声特徴
を母音，子音別にまとめた．「中立」の発話に
見られるように，披裂軟骨部と声帯突起が有
声音（母音）で接近し無声音（無声子音）で恭
離することは，従来の報告と一致し一般的な
喉頭調節であると思われる［8］.それに対し，
「落胆」では有声音，無声斉共に披裂軟骨部は
接近し声帯突起は事離していた．「疑い」では
有声音，無声音共に披裂軟骨部と声帯突起が
接近していた．これらの事は「落胆Jや「疑いJ
といったパラ言語情報の指定があった場合
には一般的な発声とは異なった喉頭調節が
なされている可能性があることを示唆して
いる．

最後に図 4に／e'ki／の声門面積の時間変化
を示した．母音区間と子音区間の相対的な声
門面積の変化を比較する目的で，各発話の
/e／区間中央部の関大面積を I.0として正規
化しである．発話によりファイパースコープ
と声帯との距離が異なる為，各パネルの縦軸
のスケールは同ーではない．上記のようなパ
ラ言語情報による喉頭調節の違いを反映し
て，発話全体の声門面積の時間変化にも特徴
的な違いが見られた．

「中立Jでは母音区間に比べ子音／k／の区間
の面積が大きい．これは母音時には閉鎖して
いる声門軟骨部が子音／k／では関大するため
その分声門面積が増大することによる．この
事は／VCV／区間の声門面積を測定した先行研
究の結果と一致している［9］.それに対し「落
胆」では子音の聞大面積は母音／e／の最大開
大面積より小さい．これは声門軟骨部は母音
時から聞大し／k／区間でもそれ以上の開大が
見られず，声門膜様部は母音の最大関大時の
方が子音の開大より大きいことによる．「疑
いJでも子音の関大面積は母音の最大関大面
積より小さい．これは声門軟骨部は母音時も
子音時も共に関大せず，声門膜様部は母音の
最大関大時の方が子音の聞大より大きいこ
とによる．
尚，「疑い」では喉頭腔の狭窄のため母音区

間の声門面積が正確に測定されていない可

4.まとめ
パラ言語情報が発声に及ぼす影響を高速

ビデオの映像をもとに検討した結果， I）母
音区間ではパラ言語情報の指定に対応する
発声様式の変化が観察され， 2）子音区間でも
パラ言語情報による差が観察された．ま
た， 3）パラ言語情報によると思われる特徴が
母音と子音，有声音と無声音の連続に共通し
て見られた．これらのことから，パラ言語情
報が発声様式に及ぼす影響は，先に報告した
パラ言語情報が舌の調音運動に及ぼす影響
[3］の場合と同様，一種の voicequa! i tyとし
て発話全体にわたって実現されることが示
唆された．今後の課題としては，音響分析結
果との突き合わせ，被験者の増員，合成音声
による知覚実験などが考えられる．
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Neutral Disappointment Disbelief 
Figure 4. Glottal area as a function of time. For each panel, amplitude is normalized independently using the 
amplitude in the middle of /e/ as the reference level of 1.0. Duration of the horizontal axis is 680ms. 
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